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	　それでは、ただいまから平成23年度第２回成東地区地域審議会を始めさせていただきます。

　私は、この会議の進行を務めさせていただきます企画政策課の石橋でございます。よろしくお願いいたします。

　初めに、本日の会議の出欠席の報告をいたします。
　現在、定員15名のところ、11名のご出席をいただいております。地域審議会設置に関する協議第８条第４項の規定により、委員の出席が過半数を超えておりますので、本日の会議が成立いたしますことをご報告いたします。
　本日の会議は、議事録の作成の都合上、会議内容を録音させていただきたいと思います。大変申し訳ございませんが、ご発言の際には挙手の上、議長の指名を受けた後、お名前を述べた上でご発言をいただきますよう、よろしくお願いをいたします。
　それでは、お手元の会議次第に従いまして会議を進めさせていただきたいと思います。

　まず初めに、髙木会長よりごあいさつをお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。

　先ほど、県警のヘリコプターによる災害の状況を見せていただいて、本当にびっくりしたということが、今さらながら思います。

　私のことになるのですが、たまたま夕べ、私がいます富口という地区なのですが、会合がありまして、たまたま運動会の反省会だったのですが、そのときに、みんなこれからこういう災害があったときに、では富口はどこへ避難したらいいのだろうな。年寄り、だれの家が年寄りだけなのか。こういうことがあったのでは、やっぱり考えて、一度みんなで避難訓練でもやるかというような、農家の人たちばっかりだったのですが、そういう話がありまして、今日の説明あるいは映像を見ても、改めて必要だなと私も強く感じました。

　これからいつ災害が来るかもわかりませんけれども、皆さん方のそれぞれが考えていくときではないかなと思います。

　さて、本日、看護学生のことで説明いただきましたが、まさしく我々にとっても医療という問題は大変重要なことでございますし、さんむ医療センターがきちんと地域医療として活躍、活動していただいて、我々、山武市民が安心してかかれるという病院になってもらいたいと。そういう願いのあらわれの一つとしてこういう制度を設けるということだそうでございますし、ぜひ皆さんとご意見を伺っていい方向に持っていって、病院を手助けできればと、そんな思いを強く感じたことです。

　これからまだまだ、寒さが本格的になってまいりますし、委員の皆さんも体調には十分気をつけてお過ごしいただきますように、しかも本日は与えられた内容がスムーズに進みますようにお願いいたしまして、簡単ですが、ごあいさつにかえさせていただきます。よろしくお願いいたします。

　ありがとうございました。
　それでは、次第の３、議題に入らせていただきます。

　地域審議会の設置に関する協議第８条第２項の規定により、会長に議長をお願いいたします。よろしくお願いいたします。
　それでは、お手元の議事次第に沿って進めさせていただきますが、まず議題に入ります前に、山武市成東地区地域審議会運営要綱第２条の規定によりまして、会議録の署名委員２名を指名させていただきます。今回の署名につきましては、私のほうからご指名させていただきます。湖島委員さんと長谷川博信委員さん、お二方にお願いしたいと思いますが、よろしいでしょうか。
（「はい」の声あり）
　それでは、湖島委員さん、長谷川博信委員さん、議事録署名人として後ほど、事務局から会議録ができました後、ご署名をお願いいたします。
　それでは、早速議事に入らせていただきます。

　（１）地域振興基金運用計画（案）について、事務局よりご説明をお願いします。

　企画政策課の今関でございます。

　それでは、地域振興基金運用計画（案）について、ご説明をさせていただきます。

　先ほどの説明会のほうで、地域振興基金を活用しました24年度から25年度までの事業ということで、看護師の奨学金の制度についてご説明させていただきましたけれども、この会議では、各その事業に対しまして、成東地区地域審議会としての意見を意見書としてまとめていただくということになります。

　その意見書のほうが、この地域審議会の資料のほう、２ページと３ページのほうでございますけれども、こちらの意見書のほうをまとめていただくということになります。

　ごらんいただきますとおわかりになろうかと思いますけれども、審議結果として、その事業が適当であるか、または適当でないかというご判断をいただきまして、その理由を理由の欄にまとめていただくということになります。例えば、適当であるというご判断をいただいた場合には、地域振興に寄与する事業と認められるというようなものが理由欄に書かれるような形になろうかと思います。また、そうでない場合には、その具体的な理由をお示しいただくという形になろうかと思います。

　また、適当であるというご意見である中で、備考欄のほうに、実施内容のうちこういった部分についてはより有効な手法とされたいですとか、そういった形で具体的に意見をおつけいただくということも可能でございます。

　今回の計画書のほうなのですけれども、あくまでも24年度から25年度までの計画ということになっておりますので、ご意見をいただくのは、先ほども申し上げましたけれども、今回は看護学生奨学金貸付事業のみということになりますので、よろしくお願いいたします。

　また、ご意見のまとめ方のほうなのですけれども、昨年度のまとめ方、昨年度は６事業をご確認いただいたのですけれども、その事業の内容によりますけれども、適当ではないというご意見の方がもしいらっしゃれば、その方のご意見から伺っていく形のほうがどうもスムーズに進んでいくようでございますので、そのあたりはご判断いただければと思いますので、よろしくお願いいたします。

　あと、意見のまとめ方といいますか、提出の仕方なのですけれども、今回、この場所で意見書に整えさせていただく訳ですけれども、お時間があるようでしたらこの場所で意見書を整えさせていただいて、読み上げてそれを皆さんにご承認いただくという方法がお一つですね。あともう一つは、この場所で整えるというのが難しいようでしたら、この場所で出たご意見を事務局でまとめまして、これを後日、会長、副会長のほうにご確認いただいて、それをご承認、それを市のほうに提出するという形を、皆さんご承認いただけるのであれば、それも一つの方法かと思います。

　去年はそういう形でご提出いただいたところもございましたので、一応参考までにお伝えさせていただきます。

　以上、ちょっと整いませんけれども、ご説明とさせていただきます。

　それからすみません。先ほど、賛成として備考欄に、こういう場合についてはより有効な手法を検討されたいですとか、そういうご意見があれば備考欄にお書きくださいということでお伝えしたのですが、備考欄ではなく、その他という欄がございますので、そちらもご使用いただくということが可能ですので、よろしくお願いいたします。訂正させていただきます。

　ありがとうございました。

　ただいま事務局のほうから進め方についての説明がありましたが、今日の審議会の次第の中で、既に、ちょっと看護学生のこの件に関する前に、５ページ、６ページ、７ページ、８ページ、９ページ、10ページ、これは既に成東地区で取りまとめたそれぞれの事業についての意見書ですね。意見書のまとめ方だということを一つ見ていただいて、早速会議に進めたいと思います。

　それでは、ただいま事務局のほう、それからこの会議が始まります前に担当のほうから看護学生奨学金貸付事業についての説明がございました。この説明について、何かまだ聞き足りないとかご質問等がありましたらお伺いしますが、もう十分でしょうかね。

　なければ、それでは早速、事業に対するご意見、意見書をまとめるための意見書のまとめということで、看護学生奨学金貸付事業について、まず先ほどちょっとお話ししました、適当でないというご意見の方、いらっしゃいますでしょうか。

　ない方は、いらっしゃらないということで。

　それでは、この事業について適当であるとして、皆さん、できましたら、よろしいと思う方は挙手をお願いいたします。
（挙手全員）

　ありがとうございました。全員、適当であるということで、意見書について、審議結果を１番、適当であるということで丸で、これでよろしいでしょうか。

　あと、その意見書の取りまとめの内容について何か付随するものとか、こういうものを加えてもらいたいとか、そういうご意見等がありましたら、また聞かせていただければ。

　安藤ですが、制度や何かについての仕組み、あるいはもろもろについては一応理解をしたつもりでございますが、やはり山武市の医療施設、あるいはそういった活動がスムーズにいくような体制づくりというのは必要だと思いますので、大いに進めてもらいたいという前提で申し上げますれば、やはり地元の医療機関を支えるのはやっぱり地元の方が、たくさんの方が携わったほうがいいのではないかということと、それと貴重な税金を使ってという、先ほど説明会でもございましたが、やはり経済的な援助の一環でも、側面としてある訳ですね。そういう意味では、これは選考する際の一つのあり方として、こういうことを言っていいのかどうかわかりませんが、やはり地元の方を優先するといっては何でしょうかね。ここの言い方が非常に難しいところでございますけれども、やはり広くいい人間をいただくということも前提なのですが、その上に立って、当然地元の方々の経済的負担を軽減するということと、先ほど申し上げた地元の医療施設をみんなで守っていくという、そういう姿勢の中で、何かしらそういう意味のものを運用の中で十分ご検討いただけないだろうかと。こういうことを一つ考えていただければありがたいなと思います。

　地元の人に活用していただいて、地元の人に……

　端的に申し上げれば、地元の方を優先してもらいたいというのが端的な要望ですけれども、その表現の仕方が確かに、余り大げさにするとまた、では何だよということの反発もあるので、難しいところですけれども。

　今、安藤さん、これがあります。要項を見ていただくと、やはりここにも山武市在住の方を優先させていただきますと。やっぱり地元を優先。

　募集要項の中に書いてあるのですか。そうですか。それなら結構ですけれども。

　その気持ちは確かに皆さん同じだと思いますよね。では、それは入っているからよろしいと思いますけれどもね。

　あと何か、意見書の適当であるという中で、こういうふうに何かつけ加えてあったら、いただいたらいいかなという、そういうようなことがありましたら、その他の中に書き込んでもらいたいなという。

　なかったらば、それでは意見書のまとめの仕方なのですけれども、先ほど事務局のほうで、その場で意見書をつくって発表する。それから、事務局としては、後ほど私と副会長の小山さんに見ていただいて、それを事務局に出す。こういう二通りがあるのではないかというお話があったのですが、どういたしましょうかね。皆さん、何かご意見ありましたら、お聞かせいただければと思います。

　すぐ、今、読み上げるといってもできませんし、私もまとめられないので。

　田邉です。説明会でいろいろいい意見が出ていますから、それらをまとめていただいて、私は会長、副会長に一任するのがいいと思いますけれども。

　ありがとうございました。

　ただいま田邉委員からこのような発言がありましたが、それでよろしいでしょうか。
（「結構です」の声あり）

　事務局、まとめるのが大変だと思うけれども、ひとつ頑張って。

　積極的に、委員さん、発言していただいたので、私と小山副会長で内容を確認して、事務局と十分な提案をしたいと思います。

　何かありますか。

　説明会のときに、いろいろご提案だとか、ご意見をいただいたのですが、それを再度、地域審議会の中でご確認をいただいて、こういう事項については、例えば長谷川委員さんのほうから、単なる奨学金制度だけではなくて、看護師確保には根本的に見直す必要があるのではなかろうかというような貴重なご意見とか、いろんなご意見が説明会の中で出たのですが、それは再度、地域審議会の意見として出したほうがいいのだろうというようなことで、ちょっとご確認をいただければと思うのですが。

　それは、私も、踏まえて田邉委員が言ったのかなというふうに理解したのだけれどもね。

　今までの経過を踏まえて。私が言ったことは。

　先ほどのは、説明会ですので。地域審議会の中で議事録として、それはちょっと載せて、そういう総意の中で意見書がまとめられたということを、できればお願いをしたい。

　先ほどの説明会の中で、席で、皆さんそれぞれ貴重なご意見をいただきましたので、それを改めて審議会の中でもご発言をいただいたというふうに取り扱ってまとめるということで、よろしいでしょうか。

（「結構です」の声あり）

　ありがとうございます。

　そういうことで進めさせていただいてよろしいですね。それで、つくってもらって。

　簡単に項目だけということで確認をさせていただければと思うのですけれども。

　すみません、もう一度、最初に振り戻って項目だけ。

　ご質問はいろいろあったかと思うのですけれども。

　提言としてね。

　そうですね。

　ご質問も踏まえてしまっていいですよ。

　ご意見としていただいたのですと、多分一番大きかったのは、長谷川委員から出ました、要するにこの事業だけではなくて、総合的な取り組みが必要という。簡単に言うとそういうことですよね。

　あと、野口委員のほうからありましたのは、４年に対して４年働いてもらうということではなくて、もうちょっとプラスアルファしたらどうかというご意見ですよね。

　湖島さん、何と言ったっけ。

　私は、こちら側だけではなくて、学生さんに意見を聞いたらどうかと。

　使う側で使いやすい制度になるようということですよね。

　そうですね。だから、山武市の医療センターで働く意欲が、例えばお金だけじゃなくて、こうしてもらえないかなという意見が受け入れられれば、学生さんも、山武で働きたいなと思うと思うのですよね。単純に、行きたいと思うように、こちら側からどうですか、何かありますかと聞いてあげて、こうしてくれたら行きたいのですけどという話を受けてあげればいいのではないかなと思うのです。

　長谷川さん、逆なのだよな。こっちのほうから聞いたほうがいいのではないかと。

　そうです。当然、働くのは学生さんなので、こっち側から幾らお金出すからと言っても、お金を出したからどうっていうものではないのではないかなと、私は思うのですけれども。

　そういう学生さん方の考え方なんかというのも、調査して参考にすべきではないかというふうなご意見。

　そうです。だから山武市独特のそういったものがないと、ほかのところもやっている訳ですから。

　そう言いましたよね、全国でやっていると。

　長谷川美代子さんは、途中でも受けられるかどうかでしたよね。これはご意見。

　あとは何でしたっけ。
　私は、今、看護師さんが不足しているということで、せっかくのこのすばらしい事業を低学年の子供たちにどうＰＲしていくかということで、できれば、何か特色のあるＰＲ方法を考えていただいて、低学年のうちから早く。

　小学生。

　はい。

　それは、何か説明会のときには言っていましたよね。

　はい、さっき言いました。

　野口です。諏訪さんの意見に非常に賛成です。

　先ほど説明されたのでは、ダイレクトメールとかホームページとかには、全国的にいろいろ出しています。小中学校にもチラシを出していますと。この募集、制度がありますよというチラシだけではなくて、できれば、医療にかかわるということはとても大事なことだよとか、すばらしいことだというアピールのものがあるといいなと思います。

　それはこういう学びの意見で。

　いや、それが低学年、小学校のときから、小さいときから、うちの家族のおじいちゃんが具合が悪くなってしまったと。それを助けてくれたのは看護師さんだよとか、お医者さんがこういうことを努力してやってくれたのだよというような、今、簡単なストーリーを言っていますけれども、そういうようなことが、子供たちの心に訴えていくことによって、将来、看護師になろうかな、お医者さんになろうかなという希望につながるのではないかなと。

　ただ、今、幾ら幾ら出すから募集しますよというチラシを配ったからいいというものではないと思うのですが、それをお願いしたいなと思いました。

　活用するにしても、活用の方法をもうちょっと考えなさいということですね。それは、今、おっしゃっているのは、子供さん方にただ出しただけではなくと。積極的にそれこそ出向いていく方向、それから子供たちに医療というものの大切さというのもいろんな形で教えていくということが、それがつながるのではないかなというご意見ですね。

　今関さん、大丈夫ですか。大体、皆さん聞いたので。
　今、いただいたご意見をまとめさせていただいて、後ほど会長、副会長にご確認いただくと。

　私と副会長でまとめて市のほうへ出すということで、それで今回は適当であるということの意見書をまとめたと。
　それでは、貴重なご意見いただきまして、進め方はちょっと不安定で申し訳ございませんでしたが、意見書については以上をもちまして終了とさせていただきます。

　それでは、次の議題に入らせていただきます。

　（２）その他です。何かその他でございますでしょうか。
　これは報告か何かですか。

　議事ではないその他で、これはないのですが、そこでお願いできればと思います。

　それでは、ただいま（２）のその他はないようですから、一応閉じさせていただきます。

　本日の、お手元に与えられました議題につきましては、以上をもちまして終了ということでございます。ありがとうございました。

　それでは、最後にその他ということで報告があるそうですので、お聞きいただきたいと思います。

　それでは、お手元にＡ３の裏表、成東駅バリアフリー化計画の概要という資料が配布してあるかと思います。座って失礼させていただきたいと思います。

　これにつきましては、今年度事業で本来計画をしておりましたが、東日本大震災の影響で、ＪＲ東日本のスケジュールが遅れまして、今年と来年の２カ年で成東駅のバリアフリー化、いわゆるエレベーターを設置するという事業をやるということについて、ご説明をさせていただきたいと思います。

　お手元に、こちらのカラー刷りになっているほうをご覧いただきたいと思います。

　バリアフリー新法で、22年度までは、乗降客5,000人以上の施設については義務化されておりました。今、現在は3,000人ということで変わっておりますが、そういったことで、成東駅が5,600人程度、毎日乗り降りしていただいています。そういった関係でエレベーターを設置する訳ですが、右側の少し黄色になっている部分、これが既存の跨線橋でございます。これにエレベーターを設置するという案もございましたが、これがかなり老朽化をしていることと、もう一つは、ご覧になってわかりますように、ホームから外れたところに、これは北側というのですか、跨線橋の階段があるということで、構造上エレベーターを設置しづらい。これを無理やり設置すると相当な費用がかかるということも含みまして、新たに跨線橋を設置し、新たな跨線橋にエレベーターを設置するというようなことで、今、現在計画しております。

　その位置でございますが、南口の改札を入りましてすぐ左側、これは駅の事務室のちょうど前あたりに階段ができる訳でございますが、ここに手前とそれから北側、２カ所にエレベーターを新設する訳でございます。

　今日ご説明するのは、この計画もそうなのですが、実はこの工事に当たって、成東駅のロータリーがかなり工事のために制約を受けるということでございます。

　実は、このスケジュール、色塗りがしてあります。第１ステップ、下ですね。茶色、それから緑、ブルーというような３つの、大まかにはステップを踏んで、跨線橋を設置し、既存の跨線橋を撤去するということでございます。

裏面をご参照いただきたいと思います。これが今現在の成東駅前のロータリーの現況図でございます。スタートでございますが、今年の11月ごろから工事が始まります。工事が始まるときに、南側のロータリーが制約をされる訳でございますが、それが、今、観光協会の案内所がある前、ここで言いますと、大体車３台、今ここにちょうど左側に置いてありますが、そこぐらいの場所が作業ヤードとして仮囲いで使用ができなくなります。ですので、南側のロータリーの約半分ぐらいが初期段階では使えないということになります。

　それと同時に、それではなかなか駅の使い勝手が悪いということで、今現在、右側に公園があります。この公園をロータリーとして一時的に使うということでございます。ですので、今、ここに公園の絵が書いてありますが、ここが実際にはバスが入ったりタクシーが入ったりするようなロータリーとして使用するようになります。

　これが、大体11月から４月ごろまでかかります。これを、実際にここに新しい跨線橋がありますが、この跨線橋を設置するときの準備のための作業ヤードとして今のような形で、南側の制約及び駅の、公園のほうのロータリーの使用が始まるということであります。

　続きまして、緑でございますが、５月ごろから来年の９月ごろまででございますが、約５カ月間、これが新たな跨線橋の設置及びエレベーターの設置ということになります。

　そうした場合は、今現在、駅の半分は使えるのですが、この時期になりますと、南側ロータリーがすべて作業ヤードとして利用できなくなります。ですので、どちらかというと、駅を使う場合にはこの公園ですね。公園がロータリーということになりますので、こちらを使って駅をご利用いただくということでございます。これが、大体来年の９月ごろまでかかるということでございます。

　実際には、その間に新しい跨線橋とエレベーターを設置する訳でございますが、第３ステップとして、来年の10月から３月、これがブルーということで、これが実際に今度、今の跨線橋を撤去するということになります。撤去をする場合なのですが、実はこのときは、公園がロータリーになっておりますが、この公園が今度作業ヤードになります。要は右側ですね。ここを通りますので、大型のクレーン等を設置します。ですので、公園側が作業ヤードになります。

　では、南側のロータリーはどういうふうになるかと申しますと、その一部、トイレの前あたりがやはり作業ヤードとして少し制限が加わります。逆に、観光協会の前、今、バス１台と車３台がありますが、ここは使えるようになります。

　そのようなことで、１年以上、ちょっと南側駅の制限が加わりますので、これについては十分ご注意をいただきたいなということでございます。

　この周知でございますけれども、近隣につきましては、ＪＲのほうで直接社員が説明に行くそうです。そのほかにつきましては、広報、それから防災行政無線、それから区長さんにお願いをいたしまして、各戸にこの事業の内容をわかるような形で回覧をさせていただきたいというふうに思っています。

　ということで、これが今年の11月ごろから25年の３月ぐらいまで制約があるということでございます。

　一時的にご不便をおかけするかと思いますが、こういった形で駅のご利用になる方の利便性は高まるということで、ご理解をいただきたいと思います。

　これは市の分担金はあるのですか。エレベーター設置の場合は地元負担がありますね。
　地元負担はございます。

　地元負担あるのですか。そうですか。

　ちょっと教えてもらいたいのだけど、私が成東駅にしょっちゅう電車、迎えに来てもらうので、この３台待ち合わせやっているのだけど、今度、工事中は置けなくなってしまうんだ。
　置けないです。

　では、どうするの。
　ですから、どちらかというとそのロータリーが、ここが今度、車のロータリーになります。ですから、何台かはこちらに置けるかとか、一時的に乗り降りがこの辺になると思いますので。

　失礼だけれども、タクシーはあそこに真ん中にドンと置いてあるのだよね。我々なんか……
　タクシーもこちらのほうに移動するようになります。こちらのほう、公園側のほうにですね。ただ、今の台数分だけは多分、公園側のほうには置けないということで、そちらのほうもタクシーも影響は受ける。

　だって、あの大きいバスがぐるっと回るとなったら。

　基本的に工事やるのですよね。ロータリー広げる訳ですよね。

　確かにここにはいろいろ電柱とか、例えば金兵衛さんがあるような側ですね。今のままだと当然回れないので、その辺は、電柱等は移設します。それから、中にある樹木なども仮移転をいたします。そういったことでは、本当にここは、通常の駅のロータリーのような形で障害物がなくなるような形で、しかもバス等が回れるような形で整備をするということになります。

　迎えに来てもらえないな。

　それはないとは思いますけれども。

　工事が始まったら、観光案内所の前を通って、農協のほうに歩いていけるのですか。
　それは仮囲いということで、それについては、歩行者が利用できるような形にはします。ただ、かなり本当に制約する面積が広くなると思いますので。

　ここバリケードなんかこう。

　そうですね。仮囲いで、バリケードか何かあるような形で。

　現在の駐車場はそのまま利用できるのですか。

　市営の駐車場はそのまま利用できるようになっています。

　そうすると、駅前を通って入れるのでしょうか。

　はい、入れます。それは大丈夫です。

　一応、このような方法しか作業する方法が、いろいろ模索をしたのですが、クレーンが入るところがないということで、これでご理解をいただきたいと。

　これ来月からですか。

　11月の下旬ぐらいから始まります。

　これは学校のほうにも曲がれますか。

　今のところはやっていないのですよ。早急に、連絡をしたいと思います。

　そこは成高生が歩いていくものですから。

　小学校にもお知らせしたほうがいい。

　そうですね。

　この辺は市内の学校については教育委員会を通じて。あとは、高校については直接お話をさせていただきたいと思います。

　事業費、どのくらい。

　総事業費は、跨線橋、それとエレベーターで４億6,000万ぐらいですね。エレベーターで約１億……
　これはずっとバリアフリーで行けるのですよね。

　バリアフリーというのは、エレベーターが設置されているのです。階段は階段で、ですからエスカレーターができる訳ではなくて、障害をお持ちの方なんかは車いすとかでもエレベーターに乗って、跨線橋を渡って、向こうのエレベーターで降りると。

　橋上駅にはならなかったのだね。

　橋上駅は、検討させていただきましたが、実は橋上の場合は、先がないとＪＲもつくらないのだそうです。

　駅裏ですか。

　ですので、降りる必要がないのにそこだけＪＲとしてもお金をかける理由がない。

　反対側いらないのですね。

　橋上駅にした場合も、これは後戻りしないような、逆に、位置は位置で、そういうところも検証しております。

　市の負担はエレベーターの関係だけなのですか。橋上駅とか何かは全然関係ないのですね。

　全体です。

　橋上駅の計画があれば、それらの分担金が来るということになるのですか、仮に。
　橋上駅の場合はまた全然話が違うのですね。これは、聞いたところによりますと、橋上駅をつくる場合は大体ミニ橋上ということで、大体10億から15億ぐらいかかるのです。どのぐらいかかってもＪＲの負担というのは約１億ということで決まっているのだそうです。今までの例がですね。ですから、それは、いろいろこれから交渉するのだと思いますけれども。

　八街はやったのですよね。

　八街はやりましたね。その辺も全部調べさせていただきました。

　そうですか。

　八街なんかの場合はフル橋上ですから、もっと倍ぐらいお金がかかっています。

　対外的に開発していただいて、開発だけに寄附していただく、一番いいのは。

　ということで、とりあえずはエレベーターということで、　お願いをしたいということでございます。

　これについてはよろしいですか。ということでご報告をさせていただきました。

　もう１点でございます。

　第３回ふれあい市町民号ということで、いろいろこの事業をやるときもいろんなところからご意見をいただきました。

　当初は、こういう旅行どころではないだろうというような慎重なご意見もいただきましたが、月日を重ねるごとに、やはり山武市も当然被害を受けた訳でございます。そういった中で、被害の気持ちを分かち合える、ある部分では県民なり市民だろうと。そういう中で、自分たちでできることということで、頑張ろう東北ということを合い言葉に、お座敷列車、毎年やっているのですが、東北方面に行ったらどうかということで計画をさせていただきました。

　これにつきましては、福島県に行く訳でございますけれども、ここに日程が書かれております。11月９日から11月10日ということで。実際は、例年ですといろんなところに行っている訳でございますが、東北に行くということで、今年は皆さんからやりましょうというご意見をいただいました。

　ただ、風評被害というのは、思った以上に実際に多いということが、募集をする段階でわかってきました。例年行っていただいている方がやはり、福島ですかというようなことで、今年は遠慮するという方も結構おります。

　そういった中で、昨年は160名強の参加者をいただいたのですが、かなり今年は苦戦をしております。値段はちょっと高目なのですが、中身はこれ以上かというふうに思っておりますけれども、もしこの機会に、頑張ろう東北ということでご参加をいただける方がおりましたら、ご紹介なり、また本人、委員さん、ご参加をお待ちしたいというふうに思っております。
　私は福島出身なのですけれども、鶴ヶ城も屋根がわらもかわりましたし、茶褐色かな。大内宿もいいところですよ。ぜひ楽しんでもらいたいと。

　ということで、２つほど今日はお願い、そしてまたご協力ということで、ご報告をさせていただきました。
　何かこの辺でお気づきの点とかありましたら、お願いをしたいと思いますが。

　先ほど、風評被害というお話があったので、募集するのであれば、安全性を強くアピールしたほうが募集には有利ではないかと思います。大概、会津のほうに、逆に海岸のほう、浜通りのほうから避難している方がおりますので、多分安全ではないかと思いますけれども、市として保証してやれば大分違うのではないですかね。

　きっとどこかで、やっぱり安全だとは思っていても、どこかでやっぱり二の足を踏むというのですかね。

　ですから、今、果物が盛んですけれども、福島県は。知事さんの写真入りのあれが必ず箱に入ってきますよ。絶対大丈夫ですというメッセージが入っているのですけれども、ああいうのもひとつ見せていただければいいのではないですかね。

　では、貴重な時間ありがとうございました。

　ということで、長時間にわたり今日はありがとうございました。またよろしくお願い申し上げます。

　今日は本当にご苦労さまでございました。


